








































Enterobacter cloacaeや Citrobacter freundiiなどの腸
内細菌の発育が、151検体中25検体に見られた。また、



















































































































生化学検査係 長 谷 芳 則 河原林 治 朗
赤 川 倫 子
特定健診の詳細な内容と脂質検査と生活習慣病の関わ
りについて発表した。
特定健診とは、平成20年４月から、40～75歳の保険者
に義務化した健診である。厚労省がこの特定健診を実施
した理由は、「生活習慣病による医療費の上昇」「全死亡
数の約60％が生活習慣病に起因する事」である。医療費
の上昇は、糖尿病、高血圧、動脈硬化や脳梗塞の患者が
増え、これらの疾病に国民の医療費の約1/3を使ってい
る事が要因である。糖尿病、高血圧、動脈硬化はメタボ
リックシンドローム（内臓脂肪症候群）が原因だと言わ
れているが、現在、日本には1300万人以上の人が、メタ
ボリックシンドロームだと発表した。特定健診を実施す
る事で、それらの人とその予備軍を把握し、メタボリッ
クシンドロームを減らし、医療費を減少させる事を目的
としている。
特定健診の項目には、質問表・身体測定・血圧測定・
血液検査・尿検査等があり、血液検査で注目されている
のが脂質検査である。以前は脂質検査の中心は総コレス
テロール（TC）であった。しかし、ここ数年、脂質異常
症の判定基準からも外され、LDLコレステロール・中性
脂肪（TG）・HDLコレステロールの３項目が脂質検査の
主流となっている。動脈硬化学会は、「冠動脈疾患のリス
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